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　圏央道は、昭和60年度に八王子JCT～鶴ヶ島JCT間が事業
化され、平成8年に青梅IC～鶴ヶ島JCT間が開通して以降、
順次開通し、平成29年2月の境古河IC～つくば中央IC間の
開通により9割が完成しました。
　これを機に、整備状況や開通に伴う効果を取りまとめま
した。
　引き続き、関係機関と連携を図り、地元の方々の理解と
協力を得ながら、残る区間の早期完成に向け整備を進めて
まいります。

関東地方整備局



3

目次

つながる地域、一体化する首都圏。̶圏央道…… 4
圏央道のあゆみ…… 6
つながる放射道路、ネットワークの要。̶圏央道…… 8

第１章　アクセス向上…… 11

進む高速道路ネットワークの活用…… 12
アクセス時間の短縮…… 14

第2章　物流と国際競争力…… 17

配送時間の短縮や定時性の確保で物流の生産性が向上…… 18
国際物流の玄関口と生産拠点を連結…… 20
[コラム]圏央道の経済効果(GDPの増加効果)は年間約3,000億円　寺島実郎氏…… 22

第3章　企業立地と雇用…… 23

企業立地が進む圏央道沿線…… 24
雇用の増加で地域活性化…… 26

第４章　観光資源の活用…… 29

広域的な観光交流…… 30
外国人観光客の周遊性の向上…… 32

第５章　防災と安全・環境…… 35

首都圏の防災力を強化…… 36
交通安全の向上…… 38
環境の保全と改善…… 40

設計諸元…… 43

建設の歴史…… 44

圏央道ランキング…… 48



4

横浜港

東京港

東京国際空港

（相
模原
ICは、

平成
27年

3月2
9日）

平成
25年
3月
30日

昭和63年
3月30日

平成25年
4月14日

平成24年3月25日

茅ヶ
崎J
CT寒川

北I
C

高尾山IC
八王子JCT

あきる野IC
日の出IC

青梅IC

鶴ヶ島JCT

川島IC

藤
沢
IC

利
谷
JC
T

海老
名J
CT海老

名IC

相模
原愛
川IC

平成27年
3月8日

平成22年
2月27日

平成2
6年6月

28日

平成17年3月21日

平成19年6月23日

平成14年3月29日

平成8年3月26日

平成20年3月29日

桶川北本IC

白
岡
菖
蒲
IC

境
古
河
IC久
喜
白
岡
JCT

平成22年3月28日

平
成
27年
10月
31日

平
成
23年
5月
29日

平
成
29年

2月
26日

平
成
27年

3月
29日

4



5

成田国際空港

千葉港

つ
く
ば
中
央
IC

つ
くば
JC
T

つ
くば
牛
久
IC

平
成
19
年
3月
10
日

阿見
東I
C

稲敷
IC

神崎
IC

大栄J
CT

平成
21
年3
月2
1日

松尾横芝IC

東金JCT

平成
26年
4月
12日

平成
27年

6月7
日

平成10年3月30日

平成25年4月27日

木
更
津
東
IC

木
更
津
JCT

平成19年3月21日

平
成
22
年
4月
24
日 平成15年3月29日

5

凡 例
圏央道 供用中
供用中
事業中
計画中

圏央道
つながる地域、一体化する首都圏。

（首都圏中央連絡自動車道）

　圏央道（首都圏中央連絡自動車道）は、
都心から半径およそ40km～60kmの位
置に計画された、延長約300kmの高規
格幹線道路です。
　圏央道は、横浜、厚木、八王子、川越、
つくば、成田、木更津などの都市を連
絡し、東京湾アクアライン、東京外か
く環状道路などと一体となって首都圏
の広域的な幹線道路網を形成する首都
圏3環状道路の、一番外側に位置する環
状道路です。
　この圏央道は、首都圏の道路交通の
円滑化、沿線都市間の連絡強化、物流・
企業立地、生産性向上、災害時の代替
路としての機能など多くの役割を担い
ます。
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圏央道
つながる放射道路、ネットワークの要。

（首都圏中央連絡自動車道）

八王子ＪＣＴ（圏央道―中央道）
平成29年1月3日撮影

海老名ＪＣＴ（圏央道―東名高速）
平成29年1月3日撮影
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久喜白岡ＪＣＴ（圏央道―東北道）
平成29年1月22日撮影

鶴ヶ島ＪＣＴ（圏央道―関越道）
平成29年1月3日撮影
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大栄ＪＣＴ（圏央道―東関東道）
平成29年1月22日撮影

木更津ＪＣＴ（圏央道―
館山道・アクアライン連絡道）
平成29年1月22日撮影

つくばＪＣＴ（圏央道―常磐道）
平成29年1月22日撮影



　平成27年3月、首都圏3環状道路の第1
号として、首都高速中央環状線が全線開
通した東京都心部では、渋滞が約5割減少
する等の顕著な整備効果が現れました。
　圏央道でも、整備の進展とともに都心
を経由していた通過交通が転換するなど、
首都圏の交通をダイナミックに変えようと
しています。
　平成29年2月に東名高速から東関東道
までが直結したことで、さらなるアクセス
向上が見込まれます。

第1章 
アクセス向上

11
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第１章　アクセス向上

進む高速道路ネットワークの活用
　圏央道は、境古河IC～つくば中央IC間の
開通によって、東名高速から東関東道まで
の6本の高速道路が、圏央道を介して結ばれ
ました。
　これに伴い、圏央道の交通量も大幅に増
加しています。例えば、中央道～関越道間
がつながる前の平成17年と、東名高速～中
央道間・関越道～東北道間の一部が開通し
た平成25年、東名高速～東北道間が接続し

た後の平成28年での交通量を比較すると、
着実に増加しています①。
　そして、いままで東京都心を経由してい
た広域交通が圏央道に転換しています。東
名高速～東北道間の経路選択をみると、平
成27年に東北道と連絡した後、圏央道内側
の通過交通が9割から3割に減少しました②。
また、首都高速中央環状線の対応する区間
は、交通量が約2％減少するなど、渋滞緩和

中央道

東
北
道

関
越
道

圏
央
道

東名
高速

常
磐
道

東関東道

① ネットワーク整備進展と圏央道利用交通量

出典：トラカンデータ（平日全車　10月）
  （万台／日）

日の出IC～青梅IC

平成17年 平成25年 平成28年
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2

4

6

相模原IC～高尾山IC

平成27年 平成28年
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2

4

6
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茂原北 IC～茂原長南IC
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4

6

0.4
万台／日
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万台／日
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4

6
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万台／日

1.1
万台／日

1.3
万台／日
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6
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万台／日

4.9
万台／日

幸手IC～五霞IC

0

2

4

6

平成27年 平成28年

0.7
万台／日

1.5
万台／日
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②圏央道内側の交通が9割から3割に減少

③ 中央環状線渋滞損失時間は約2割減少

鶴ヶ島JCT　圏央道から関越道へ、さらに東北道へ
と、さまざまなルート選択が可能になっています。

桶川北本IC

～
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開通前
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2,300台／日
（28％）
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100台／日
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海老名
JCT
海老名
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岡
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通過するルート

圏央道を通過するルート

開通前
圏央道内側の
通過交通
9割

開通後
圏央道内側の
通過交通
3割

東名高速～東北道間の経路選択

（千台・時間／日） （千台／日）

開通前 開通後

損
失
時
間

日
交
通
量

0

1

2

3

4

5

6

7

8

75

80

85

90

957,200
台・時間／日

86,900
台／日

日交通量

損失時間

85,400
台／日

6,000
台・時間／日

出典：首都高速（株）トラカンデータ
＜損失時間＞内回り外回り合計 開通前：平成27年10月1日（木）～10月15日（木）
 開通後：平成27年11月1日（日）～11月15日（日）
 上記期間の平日の平均値
＜日交通量＞西池袋～中野長者橋間 開通前：平成27年10月1日（木）～10月30日（金）
 開通後：平成27年11月1日（日）～11月15日（日）
 上記期間の平日の日交通量の平均値

が進んでいます③。
　さらに同28年4月から、圏央道の料金水準
を引き下げ、都心経由の場合と環状道路利
用の場合に、同一起終点なら同料金という
“利用重視の料金”に移行しました。そのため、
圏央道への交通転換はさらに弾みがついて
います。

出典：ETCログデータ
圏央道開通前：平成27年10月2～7日（平日）
圏央道開通後：平成27年11月2～6日（平日）
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第１章　アクセス向上

アクセス時間の短縮

①成田国際空港から栃木・足利方面への所要時間短縮

成田国際空港

栃木・足利方面

圏央道

東
北
道

中
央
環
状

中
央
環
状 東関東

道

湾岸線湾岸線

凡 例
成田国際空港～栃木・足利方面（開通前）
成田国際空港～栃木・足利方面（開通後）

出典：平成22年道路交通センサスの混雑時旅行速度より算出
なお、神崎IC～大栄JCT及び境古河IC～つくば中央ICは、規制速度(70km/h)で算出

0 100 200（分）

169分

128分 41分短縮

開通前

開通後

東関東道+湾岸線
+中央環状+東北道

圏央道・
大栄 JCT経由

成田国際空港と栃木・足利方面間の所要時間の比較

　圏央道は、放射方向の高速道路を結び、
首都圏各地を結ぶ時間を大幅に短縮し、新
たな交流ネットワークをもたらしています。
　厚木事業所と山梨工場を持つ工作機械メ
ーカーでは、従来1日1往復であったのが開
通後は2往復できるようになるとともに、特
殊部品の調達先の下請け会社も広く関越や
東北方面から選べるようになったとのこと
です。
　さらに、茨城県内の区間がつながると、
成田国際空港から栃木・足利方面へは、こ
れまでの都心ルートと比べ、所要時間が約

41分短くなります①。
　物流企業経営者は、「目的地までの移動時
間が正確に読めるのが、圏央道を利用する
最大のメリット。効率化につながっている」
と話しています。
　また、厚木と東松山に工場がある機械部
品メーカーでは、同26年に相模原愛川IC～
高尾山IC間が開通し東名高速と中央道がつ
ながったことにより、利用ICを、高尾山ICか
ら、工場に近い相模原愛川ICに変更。従業
員の工場間の行き来が容易になり、「時間が
有効活用できた」と喜んでいます②。
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②相模原愛川ICから埼玉・山梨方面への所要時間短縮

東松山工場 東松山 IC東松山 IC

相模原愛川 IC相模原愛川 IC河口湖 IC河口湖 IC

厚木工場山梨工場
厚木事務所

凡 例
東松山IC～相模原愛川IC
河口湖IC～相模原愛川IC

③圏央道（東金JCT～木更津東IC）経由の高速バス

横浜駅

茂原駅

羽田空港

袖ヶ浦バスターミナル

全便横浜駅へ

所要時間が30分短縮
利用者数が2割増

市原鶴舞バスターミナル
開通に合わせ新設されたバス停

木更津 JCT木更津 JCT

茂原北 IC茂原北 IC

茂原長南 IC茂原長南 IC

市原鶴舞 IC市原鶴舞 IC木更津東 IC木更津東 IC

東京湾アクアライン

凡 例
開通に合わせ新設されたバス停
既設のバス停
茂原～羽田空港・横浜駅（開通前）
茂原～羽田空港・横浜駅（開通後）

高速バス運行時間の変化（茂原駅～横浜駅）

開通前

開通後

0 2,000 4,000 6,000（人／月）

4,600人／月

5,700人／月

約2割増

※茂原駅～羽田空港・横浜駅は、開通後に全便が横浜駅へ乗り入れ。
出典： バス事業者からの提供データ（下記期間の利用実績より月平均値を算出）
開通前：平成24年5月～平成25年3月　開通後：平成27年5月～平成28年3月

出典：プローフデータ
集計期間： 平成24年5月1日～平成25年2月28日（開通前）の運行時間帯
 平成27年5月1日～平成28年2月28日（開通後）の運行時間帯
 時刻表による所要時間： （開通前）茂原駅→羽田空港（90分）→横浜駅（120分）
  （開通後）茂原駅→羽田空港（80分）→横浜駅（110分）

※平成26年4月1日ダイヤ改正

高速バス利用者数の推移（茂原駅～横浜駅）

開通前

開通後

0 30 60 12090 （分）

117分

87分 30分短縮

0 50 100 150 200（分）

162分

104分 往復約1時間
短縮

開通前

開通後

0 50 100（分）

81分

50分 約31分短縮

開通前

開通後

出典：プローブデータ
開通前：平成25年7～10月平日昼間12時間平均
開通後：平成26年7～10月平日昼間12時間平均

河口湖IC～相模原愛川ICの往復の所要時間

東松山IC～相模原愛川ICの所要時間

茂原駅バス停　所要時間の短縮、全便の横浜駅まで延伸によって高速バス
の利便性が向上し、利用客が増加。（平成29年1月27日撮影）

　茂原駅～羽田空港・横浜駅を結ぶ高速バ
スの所要時間は、圏央道千葉県区間で同25
年、東金JCT～木更津東IC間が開通し東京湾
アクアラインと直結したことで、国道409号
等を使っていた開通前より約30分短縮、高速
バスの利便性が高まり、利用者が約2割増加
しました③。
　地域間移動の時間短縮効果による行動範
囲の拡大で、新たな広域観光圏も誕生して
おり、関東近郊の主要観光地が身近な存在
になってきています。
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首都圏基本問題懇談会中間報告
昭和38年（1963年）

首都圏の道路交通の骨格として、
３環状９放射のネットワークが計画
　首都圏内の連合都市相互の都市間交通の円滑化をはかるため、その熟度に応じて、東
京環状道路（横須賀～八王子～大宮～千葉間）、関東環状線（高崎～宇都宮～水戸～鹿島
～千葉間）、臨海高速道路（横須賀～横浜～東京～千葉～木更津間）の高速道路の建設が
望ましい。

出典：首都圏基本問題懇談会中間報告書



　環状道路の整備に伴い首都圏では物流
効率化を目指す様々な取り組みが進行し
ており、我が国の国際競争力と成長を支
える道路に、改めて注目が集まっています。
　近年、港湾や空港の国際貨物輸送量や
高速道路IC周辺の工場立地も増加していま
すが、これら国際物流拠点と高速道路のア
クセスは時間を要し、輸送モード間の「接続」
が課題となっています。
　国土交通省が推進する「物流生産性革
命」を牽引するプロジェクトとして、圏央
道は大きな役割を果たすこととなります。

第 2 章 
物流と国際競争力

17
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第２章　物流と国際競争力

① 配送時間の短縮により物流の生産性向上

出典：平成28年3月ヒアリング調査（大宮国道事務所調べ）

配送時間の短縮や定時性の確保で物流　

圏央道

東
北
道

関
越
道 物流センターRDC関東

白
岡
菖
蒲
IC

白
岡
菖
蒲
IC

桶
川
北
本
IC

桶
川
北
本
IC

中央道

東名
高速

小売店

小売店

入間 IC

圏央道

東
北
道

関
越
道 物流センターRDC関東

物流センターRDC横浜

白
岡
菖
蒲
IC

白
岡
菖
蒲
IC

桶
川
北
本
IC

桶
川
北
本
IC

中央道

東名
高速

小売店

小売店

入間 IC

入

CCIC

入

CCIC

凡 例
配送経路

凡 例
配送経路

空車

積載

各物流センターと連携した配送先の効率化（検討中イメージ）

現 在

将 来

　圏央道の利用は、物流の定時性を確保し
輸送効率を高める効果があります。
　化粧品・日用品等の卸売最大手の会社は
平成27年8月、関東エリアでの事業拡大のた
め、白岡菖蒲IC近くに大型物流センターを
設置。小売店への配送に使っていた入間IC
との所要時間が75分から45分に、約4割短
縮されることになりました①。
　日立市の運送会社は毎日、成田国際空港
といわき市へ精密機械等を輸送しています。
以前は、別々のトラックを使用し、成田国

際空港へは太平洋沿岸の国道51号でしたが、
同27年6月に常磐道と東関東道が圏央道で
直結し、移動時間が176分から95分に大幅に
短縮したため、圏央道経由に変更しました。
　その結果、トラックの稼働率が上昇し、
ドライバーの拘束時間の減少等、労働環境
改善にもつながっています②。
　久喜白岡JCT近くに物流拠点を置く食品製
造会社は、静岡・神奈川方面への配送を、
都心経由から圏央道経由に転換することで、
時間を往復約1時間、物流コストも約1割削
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② 成田国際空港への輸送時間の短縮により
 トラックの稼働率向上

③ 圏央道利用により配送コスト１割削減の企業も

④ 配送時間短縮により新たな営業展開の
 検討が可能に

出典： 平成28年1月　ヒアリング調査（常総国道事務所調べ）
 所要時間はプローブデータの平日平均旅行速度を用いて算出
開通前：平成26年11月プローブデータ
開通後：平成27年11月プローブデータ
※成田国際空港～日立市役所間の国道51号経由ルートの所要時間を算出

出典：平成28年10月　食品製造業ヒアリング調査

出典：平成27年４月ヒアリング調査（横浜国道事務所調べ）

    の生産性が向上

圏央道・狭山日高IC付近　大型車の通行量が多く、沿道周
辺には大型物流センターが立ち並んでいます。（平成28年
12月20日撮影）

成田国際空港

輸送会社（日立市）

圏央道

常
磐
道

北関東道

成田国際空港

輸送会社（日立市）

圏央道

常
磐
道

いわき市等へ
輸送

成田へ輸送成田へ輸送

成田→日立市
開通前ルート 176分
（国道51号経由）

成田に輸送した
車両が対応

成田へ
輸送
成田へ
輸送

成田→日立市
開通前ルート 95分
（圏央道経由）

開
通
区
間

開
通
区
間

神崎 IC
下総 IC
大栄 JCT

開通前 別々のトラック2台で
成田国際空港といわき市へ輸送 開通後トラック1台で成田国際空港といわき市へ輸送が可能に

海老名 JCT海老名 JCT

八王子 JCT八王子 JCT

鶴ヶ島 JCT鶴ヶ島 JCT

久喜白岡 JCT久喜白岡 JCT
圏央道

東
北
道関越道

中央道

東
名
高
速

凡 例
開通前ルート

開通後ルート

物流拠点
（茨城県猿島郡五霞町）

海海

久久

高
速

静岡・神奈川方面

往復約1時間短縮
配送コスト約1割減

転換

16

129

圏
央
道

東
名
高
速

中央道

第
三
京
浜

横
浜
新
道

横
浜
新
道

藤沢 IC

東松山 IC

鶴ヶ島 JCT

あきる野 IC

開
通
区
間

開
通
区
間

寒川北 IC
海老名 JCT

圏央道ルート
約1時間20分
（約80分短縮）

国道129号ルート
約2時間40分

都区内通過ルート
約2時間40分

埼玉県、東松山方面等への
配送エリア展開を検討
埼玉県、東松山方面等への
配送エリア展開を検討

あきる野方面等での
取引拡大を
図っている

あきる野方面等での
取引拡大を
図っている

凡 例
圏央道のみ利用

一般道及び圏央道を利用

減することに成功しました③。
　新湘南バイパス・藤沢ICに近い湘南藤沢
地方卸売市場では、さがみ縦貫道路の全線
開通で、東松山ICとの所要時間2時間40分が
半減しました。ブランドの「湘南野菜」を新
鮮な状態で、朝一番に店頭で提供できるよ
うになり、埼玉県方面等への取引拡大を目
指し、新たな営業展開の検討を進めていま
す④。
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第２章　物流と国際競争力

（兆円）
20

15

10

5

0
名古屋港 東京湾 横浜港 神戸港 大阪港

輸出

輸入
約16兆円

約10兆円

約7兆円

約15兆円
約12兆円

（万個）
500

400

300

200

100

0
東京湾 横浜港 名古屋港 大阪港 神戸港

輸出

輸入約435万個

約253万個
約219万個 約206万個

約259万個

① 「京浜港」は我が国の国際競争力強化のための
　重要な港湾

国際物流の玄関口と生産拠点を連結
出典：港湾別のコンテナ取扱貨物量（平成25年速報値）より作成

出典：積卸港別貿易額（平成25年確定値）より作成

京浜港（東京港、川崎港、横浜港）は我が国の貿易額の2割、コンテナ

貨物量の4割を取り扱っています。

　圏央道は、国際物流拠点の港湾や空港と
背後圏との広域ネットワークを形成し、広
域的な産業の国際競争力強化に寄与します。
　京浜港（東京港・川崎港・横浜港）は、我
が国の貿易額の約2割、コンテナ貨物量の4
割を担う国際コンテナ戦略港湾です①。ま
た、北関東にはインランド・デポと呼ばれ
る物流拠点の整備が進んでおり、京浜港と
北関東とのアクセス強化は非常に重要にな
っています。これらを結ぶネットワークと
して、圏央道は大きな役割を果たしていま
す②。

　また、成田国際空港から輸出される国際
航空貨物も、千葉・東京・神奈川の1都2県
のほか北関東や東北等を含む幅広い地域か
ら集荷されています③。
　境古河ICの近くに製品の組立工場を持つ
自動車メーカーでは、今回、境古河IC～つ
くば中央IC間が開通したことにより、東北道
が圏央道を介して常磐道と直結し、茨城港
（常陸那珂港区）とのアクセスが大幅に改善
されることになりました。
　古河市に拠点を持つ自動車メーカーでは、
「埼玉・茨城区間が全線開通し、既存拠点と

主要港湾の貿易額

主要港湾の外貿コンテナ取扱量
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③ 成田国際空港の国際航空貨物輸出量の約2割は
 埼玉や北関東・東北方面から発着

②北関東から京浜港へのアクセスを強化

④ 成田国際空港まで約90分が約50分に輸送時間短縮

横浜本牧ふ頭 　コンテナターミナルとして横浜港最大の
ふ頭であり、横浜港全体のコンテナ取扱個数のうち約6割
を扱っています。近年のコンテナ船の大型化とコンテナ貨
物の増加に対応するため、整備が進んでいます。

北関東
10% 東北

10%
中部
12%

その他
12%

千葉・東京・神奈川

42%
埼玉 4％

新潟・長野 4％

近畿 6％
約2割

出典：平成25年度　国際航空貨物動態調査報告書
東北には北海道を含む。
北関東は、茨城県・栃木県・群馬県
中部は、岐阜県・静岡県・愛知県・三重県
近畿は、滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県

出典：平成27年6月ヒアリング調査（常総国道事務所調べ）

凡 例
一般道ルート（開通前）
圏央道利用ルート（開通後）

平
成
27
年
６
月

開
通
区
間

平
成
27
年
６
月

開
通
区
間

神崎 IC

下総 IC

大栄 JCT

成田国際空港

運輸会社（成田市）

メーカー
（つくば市）

開通後ルート約50分
圏央道利用
約40分短縮

開通前ルート約90分
一般道利用

圏央道

常
磐
道

つくば JCTつくば JCT

東
関
東
道

408

成田国際空港における発着地別輸出貨物量の割合（重量ベース）

の連絡の利便性が期待できる。今後は、新
たな積出港として茨城港の利用が検討の俎
上に上る可能性も考えられる」と話していま
す。
　つくば市のメーカーの精密機械を海外へ
輸出する業務を請け負っている運輸会社は、
圏央道の開通を見込み、成田市内に物流施
設を建設。平成27年に神崎IC～大栄JCT間が
開通したことにより、一般道路で約90分か
かっていた成田国際空港までの移動時間が
約40分短くなると、圏央道経由に変更しま
した④。

東北道方面

常磐道方面関越道方面

中央道方面

東名高速方面

国際コンテナ
戦略港湾

京浜港

インランド・デポ
通関業務機能などを持つ内陸部の貨物集積地、
内陸における国際物流の拠点。

羽田空港羽田空港

横浜港横浜港
川崎港川崎港

東京港東京港
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　圏央道の整備は首都圏の製造

業や運輸業、サービス業の生産

性向上に大きく寄与しており、

その効果は日本全国に波及し、

日本経済の成長を牽引している

姿が経済モデルから明らかにな

ります。

　特に、圏央道沿線における高

付加価値・物流企業の集積は、

物流のパラダイム転換を起こす

ものと期待されます。

　今後、首都圏及び全国で生産

性を一層向上させるためには、

道路整備時にどの地域、どの産

業への効果が大きいかを経済分

析によって把握し、それを政策

に生かすことが重要です。

寺島実郎氏

　道路の整備には様々な効果があります。建設時点では建設投資に

伴うフロー効果が、整備後には道路が使われることで、移動時間の

短縮、輸送費の低下等に伴う生産拡大や立地、観光行動の変化、災

害時の交通確保、交通安全や生活の質の向上といったストック効果

が長期に渡り生じます。

　このうち、道路の整備による時間短縮のＧＤＰへの影響が、民間

シンクタンクにより推計されています。

　推計の結果、圏央道の整備による時間短縮の経済効果は年間約

3,000億円とされています。

　推計に用いられた「空間的応用一般均衡モデル」は、各地域の企業

や個人等の経済的取引を表した「地域間産業連関表」（経済産業省）

をベースに、地域間の旅行時間の変化が経済活動に与える影響を推

計するものです。この経済モデルにより、平成28年度末時点の整備

状況と、同時点で圏央道が無い場合の旅行時間差が経済活動に与え

る影響を経済効果として計測しています。ただし、実際には、圏央

道が整備されなければ現在の企業立地等は実現していないことから、

差（効果）はより大きくなり、推計結果は経済効果の一部である点に

留意が必要とされています。

　経済効果の内訳をみると、首都圏では運輸業やサービス業への効

果が大きく、物流拠点や商業施設等の立地が増加している実態を裏

付ける結果となっています。製造業への効果では、首都圏以外の地

域における経済効果が首都圏を上回っており、圏央道が工場立地の

分散等を通じ広域的に経済効果をもたらしたことが示唆されます。

　このような経済分析を通じ、圏央道の整備による経済効果が日本

全国に波及し、日本の経済成長を牽引している姿が見えてきます。

圏央道の経済効果（ＧＤＰの増加効果）は
年間約3,000億円

全国
１都４県 その他 地域

経済効果
（GDP押し上げ分）

2,969
（100％）

2,081
（70％）

888
（30％）

製造業 576
（19％）

282
（9％）

294
（10％）

運輸業
（物流業含む）

1,052
（35％）

852
（29％）

200
（7％）

サービス業
（運輸業除く）

1,052
（35％）

765
（26％）

287
（10％）

その他 290
（10％）

182
（6％）

107
（4％）

圏央道の経済効果 （億円）

※民間シンクタンク推計



　放射方向の高速道路が次々と直結し、
環状道路のネットワーク性が高まるのに
伴い、圏央道沿線では、民間による投資
が加速しています。
　その中で、物流事業者は、広大な敷地
と最先端のICTを活用して新しい機能を持
つ大規模施設を稼働、テナントは既存の
施設を集約・整理した拠点化の動きが強
まっています。
　生活に必要な製品や資材を、早く・安
く・確実に輸送することで、暮らしが豊か
になるとともに、地元雇用が増大するなど、
地域経済活性化にもつながっています。

第 3 章 
企業立地と雇用

23
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第３章　企業立地と雇用

企業立地が進む圏央道沿線

稲敷IC稲敷 IC

神崎IC神崎IC

三郷南IC三郷南IC

つくば中央
IC

つくば中央
IC

境古河
IC
境古河
IC

高谷JCT
（仮称）
高谷JCT
（仮称）

大栄JCT大栄JCT

木更津IC木更津IC
藤沢IC藤沢IC

相模原
　愛川IC
相模原
　愛川IC

寒川北IC寒川北IC

海老名JCT海老名JCT

高尾山IC高尾山IC

利谷JCT利谷JCT

東名JCT
（仮称）
東名JCT
（仮称）

大泉JCT大泉JCT

久喜白岡
JCT
久喜白岡
JCT

白岡菖蒲
IC

白岡菖蒲
IC

桶川北本
IC

桶川北本
IC

外環道外環道

圏央道圏央道

中央環状線中央環状線

平成26年
4月12日開通
平成26年
4月12日開通

日の出町日の出町
羽村市羽村市

入間市入間市

日高市日高市

平成27年
6月7日開通
平成27年
6月7日開通

平成27年
3月29日開通
平成27年
3月29日開通

平成27年
10月31日開通
平成27年

10月31日開通

平成29年度平成29年度

平成29年
2月26日開通
平成29年
2月26日開通

関越道
関越道

中央道中央道

平成27年
3月8日開通
平成27年
3月8日開通

平成26年
6月28日開通
平成26年

6月28日開通

早
期
に

開
通
し
た
区
間

早
期
に

開
通
し
た
区
間

① 暮らしを支える企業が続々と立地

② 工場立地面積が20年間で約6倍（年間・沿線市町村）

出典：工場立地統計調査

（ha）
100

80

60

40

20

0

圏央道整備率
平成6年
8％

平成16年
17％

平成26年
72％

15ha

50ha

85ha20年前と比べ
約6倍！

道 路 企業立地件数
高速道路
高速道路（事業中）
一般国道

立地済み
立地予定

平成27年
12月時点

1～2件
3～4件

5件以上注1：久喜白岡JCT～木更津東IC間は、暫定2車線　
注2：圏央道の釜利谷JCT～戸塚IC、栄IC・JCT～藤沢IC、
大栄JCT～松尾横芝IC区間以外のIC・JCT名は決定
出典：日本立地総覧2014年版、2015年版、AERA、日経MJ、CBREオフィスジャパン誌、カーゴニュース、日刊CARGO、
月刊ロジスティクス・ビジネス、月刊激流、週刊東洋経済、千葉日報、朝日新聞、日刊工業新聞、日刊自動車新聞、日
経ビジネス、日経産業新聞、日経新聞、物流ニッポン

　圏央道沿線では、整備の進展に伴って物
流拠点や工場、大規模小売店舗等の立地が
相次ぐなど、民間の活発な投資が展開され
ています①。
　沿線市町村の工場立地面積（年間）も、平
成6年の約15haが、20年後の同26年には約
85haと約6倍に②。一足早く開通した中央
道～関越道間4市町の製造品出荷額の上昇
伸び率は、同21～26年の間で、埼玉県と東

京都を合わせた平均を上回っています③。
　また、平成25年に一部の区間が開通した
千葉県の圏央道沿線でも、工場や大規模小
売店舗の立地が続いています。各施設の面
積（累計）の推移を見ると、新規立地は、上
記区間の開通直前の同24年以降に集中して
います④。
　大型物流施設等の進出の背景には、地方
自治体による誘導、支援の取り組みがあり
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③ 製造品出荷額が上昇（中央道～関越道間4市町）

④新規の工場や大規模小売店舗の立地面積が増加

出典：工業統計調査

出典：千葉県ホームページ（大規模小売店舗立地法に係る届出の概要、平成19年4月～
平成26年3月）
［圏央道通過自治体：8市町村］東金市、大綱白里市、茂原市、長柄町、市原市（圏央道
周辺のみ）、木更津市、袖ヶ浦市

出典：「工場立地動向調査」（経済産業省）、平成28年10月より
集計範囲は、千葉県全域

（ha） 新規工場立地面積（累積）の推移

過去9年間の立地面積（566ha）の42％（238ha）が
平成25～26年の2年間に立地

新
規
立
地
面
積
（
累
計
）

0

100

200

300

400

500

600

平成18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

566

447

328

273
247

235
218

143

43

過去8年間の立地面積（18.3ha）の70％（12.8ha）が
平成24～26年の3年間に立地
過去8年間の立地面積（18.3ha）の70％（12.8ha）が
平成24～26年の3年間に立地

新規大規模小売店鋪立地面積（累積）の推移（ha）

新
規
立
地
面
積
（
累
計
）

0

5

10

15

20

平成19年 20年 21年 22年 23年 24年 26年25年

18.3

12.7
11.8

5.5
4.64.6

1.11.1

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8
平成21年 平成26年

羽村市 1.66

埼玉県+東京都 1.04

日高市 1.38
入間市 1.37

日の出町 1.06

（伸び率）

ます。
　計画中・造成中を含む産業団地等は、平
成28年10月現在、18地区、約381haになり
ます。その一つ、川島インター産業団地で
は全区画47haに18社の企業進出が決定。川
島町では平成21年度から同26年度で法人住
民税が約1億円増加、固定資産税（家屋）が約
2億円増加しています。

白岡菖蒲ICに近接の大規模工場　白岡菖蒲IC開設（平成23年5月）直後の
同年7月に、菖蒲南部産業団地（埼玉県久喜市）で操業を開始しました。
（平成29年1月22日撮影）
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第３章　企業立地と雇用

雇用の増加で地域活性化

（人） （伸び率）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

0.8

1.0

1.2

67,406

1.0 1.0

1.1

75,382

約8,000人
増加

平成21年 平成26年
■沿線自治体全体※2
　沿線自治体全体の伸び率（対平成 21 年比）
　関東（1都 4県※3）全体の伸び率（対平成 21 年比）

大型物流施設等※1の従業者数の推移

　圏央道IC周辺への企業立地の進展は、雇
用創出をはじめ、様々な経済効果をもたら
し、沿線地域の活性化に大きく貢献してい
ます。
　東北道以西の1都2県の23市町に立地した
大型物流施設等の数は、平成21年から26年
の5年間で79件、延床面積は、同28年まで
の7年間で約226ha、東京ディズニーランド
約4個分増加。これに伴って、これら大型
物流施設等で働く従業者数は、この間に約
8,000人増加しました①。

　また、日の出町の三吉野工業団地では工
場が次々と進出、日の出町では、整備前後
の20年間で約3,200人、76％の雇用が増加し
ました②。
　一方、大型物流施設等の集積は、圏央道
沿線地域（工業地）の地価上昇となって現れ
ています。
　埼玉県の場合、平成25～26年の地価上
昇率は、県全体平均の0.6％に対して、圏
央道沿線では2.3％。調査から半年後にIC
が開通した幸手市は5.6％で、軒並み平均

①圏央道沿線に大型物流施設が集中し、雇用が増加

出典：総務省　経済センサス
※1 経済センサスの産業分類（中分類）の「道路旅客運送業」「道路貨物運送業」「倉庫業」
「運輸に附帯するサービス業」の合計。中小企業基本法に基づく「小規模企業者（概ね
常時使用する従業員の数が20人以下の事業者）」を除く

※2 圏央道（海老名JCT～久喜白岡JCT）が通過する23市町
※3 １都４県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県）の合計から圏央道（海老名
JCT～久喜白岡JCT）が通過する23市町及び東京都区部を除いた値

（件） （伸び率）

0

300

600

900

1200

1500

0.8

1.0

1.2

大型物流施設等※1の立地数の推移

79件増加

1,140件
1,219件

1.1

1.0

平成21年 平成26年
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② 日の出町の雇用者数が過去20年間で76％増

③埼玉県の圏央道沿線地域（工業地）の
 地価上昇率が高水準

④ 神奈川県の圏央道沿線地域（工業地※1）の
 地価上昇率※2が高水準

⑤ 法人住民税※1が約140億円、固定資産税（家屋）※2が
 約50億円増加

出典：国勢調査による就業者数

出典：埼玉県地価調査結果（平成26年度）
※狭山市、飯能市、日高市、川越市、鶴ヶ島市、桶川市、北本市、宮代町、杉戸町は
データなし

出典：総務省　地方財政状況調査
※1 法人住民税：法人の収益・規模に応じて課せられる税（本資料では、市町村民税と
して課税されたものを指す）
※2 固定資産税（家屋）：固定資産（家屋）の評価額に応じて課せられる税
※3 圏央道（海老名JCT～久喜白岡JCT）が通過する23市町
※4 １都４県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県）の合計から「圏央道（海老名
JCT～久喜白岡JCT）が通過する23市町」および東京都区部を除いた値

（人）

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年
0

2,000

4,000

6,000

8,000

4,187

5,546
6,096 6,442

平成22年

7,382

雇
用
者
数

雇用者数が
76％増

（％）

0

1

2

3

4

5

6

地価上昇率
（平成25年７月→平成26年７月）

0.6
1.11.41.71.92.2

5.6

埼玉県全体入間市川島町久喜市白岡市坂戸市幸手市
幸手 IC

（平成26年）
坂戸 IC

（平成19年）
川島 IC

（平成19年）
入間 IC

（平成 7年）
白岡菖蒲 IC
（平成23年）

最寄 IC
（開通年度）

地価上昇率
（平成25年７月→平成26年７月）

1.21.31.5

2.4

3.3

神奈川県
全体

相模原市寒川町愛川町厚木市

（％）

0

0.5

1.0

1.5

2.5

3.0

3.5

（億円） （億円）（伸び率） （伸び率）

平成21年度 平成26年度 平成21年度 平成26年度
0
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0

200

400

600

800

1000

0.9

1.2

1.5

0.8

1.0

1.2

1.0

1.5

1.3291

431 881 927

1.1

1.01.0

法人住民税の推移 固定資産税（家屋）の推移

約140億円
増加

約50億円
増加

■沿線自治体全体※3
　　沿線自治体全体の伸び率（対平成 21 年比）
　　関東（1都 4県※4）全体の伸び率（対平成 21 年比）

出典：神奈川県地価調査結
果より
※1 工業地：市街化区域内
及び非線引き区域内の工業
地域、工業専用地域及び準
工業地域並びに市街化調整
区域並びに非線引区域内の
用途無指定の区域並びに都
市計画区域外の区域におい
て、工場等の敷地の用に供
されている土地
※2 地価上昇率：基準値ご
との対前年変動率の和を当
該基準値数で除したもの。
相模原市は市平均を採用

を上回っています③。
　神奈川県の地価上昇率も、厚木市の3.3％
を筆頭に、各地域で県全体の1.2％を上回り
ました④。
　沿線23市町の法人住民税は、平成26年度
までの5年間で約140億円、固定資産税（家屋）
も同約50億円、それぞれ増加しました。い
ずれも、関東の全体平均の伸び率を大きく
上回っています⑤。

川島インター産業団地　圏央道沿いの敷地で大型物流セ
ンターの建設が進んでいます。（平成28年12月20日撮影）

圏央道
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首都圏基本計画（第三次）
昭和51年（1976年）

「東京環状道路」は「首都圏中央連絡道路」（仮称）へ改称
　東京大都市地域における国鉄京葉線、東京外郭環状道路、東京湾岸道路等の整備を引
き続き推進するほか、新たに首都圏中央連絡道路（仮称）、北関東横断道路（仮称）、水戸・
日立地区における流通港湾等の整備を推進する。

出典：昭和55年関東地方建設局道路部内部資料



　首都圏とその周辺には、世界遺産の富
士山・日光・富岡製糸場をはじめ、観光
資源が豊富にあります。
　圏央道は、これら観光資源のアクセス
を大幅に向上させ、観光交流を拡大する
とともに、魅力ある周遊ツアーを可能にし
ています。
　これによって、地域経済の振興とともに、
インバウンド観光の活況といった効果が
既に現れています。
　さらに圏央道が東名高速から東関東道
までつながることで、成田国際空港のアク
セスが向上し、世界とつながる観光資源
の活用に期待が高まっています。

第 4 章 
観光資源の活用

29
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第４章　観光資源の活用

①海のない北関東から湘南が身近に

出典：NEXCOデータ（休日）
※1 首都圏北西部（圏央道利用が想定されるエリア）：東京都西部・群馬県・埼玉県
西部・栃木県の合計
※2 湘南エリアを訪れた車両：茅ヶ崎本線、茅ヶ崎西IC、茅ヶ崎海岸ICから出入した
ETC車（休日、小型車・二輪車含む）を1/2したもの
※3 その他の地域：茨城県・埼玉県東部・千葉県・東京都東部・神奈川県・山梨県の合計

広域的な観光交流
　平成27年10月には圏央道が東名高速～
東北道の4つの高速道路を結んだことも
あり、栃木・群馬県等の首都圏北西部か
ら湘南地域への高速道路利用の交通量が、
開通前の平成26年から2年後には約4.6倍
に増加しています①。また、箱根町では
平成27年6月の火山活動で落ち込んだ観
光客数が回復傾向にあり、圏央道による

来訪増に期待を寄せています。
　一方、神奈川県からの来訪者が2.4倍に増
加したのが、東京都と山梨県にまたがる奥
多摩湖です②。海老名JCTから奥多摩湖へ
の休日の所要時間が、相模原愛川IC～高尾
山IC間の開通により、129分から95分へ約3
割短縮した効果とされます。また、栃木県
の鬼怒川温泉の旅館関係者は、「開通後の

栃木県

群馬県

埼玉県

東京都山梨県

神奈川県

茨城県

千葉県

圏央道

高尾山 IC

相模原愛川 IC相模原愛川 IC

つくば中央 IC白
岡
菖
蒲
IC

境
古
河
IC

桶
川
北
本
IC

湘 南

成田国際空港

平成27年
10月31日開通
平成27年

10月31日開通

平成26年
6月28日開通
平成26年

6月28日開通

首都圏北西部
（圏央道の利用が想定されるエリア）※1

北関東道

中央道

東名高速

東
北
道

関
越
道

常
磐
道

平成29年
2月26日開通

首都圏北西部※1から高速道路で湘南エリアを訪れた交通量※2

平成26年6月 平成27年6月 平成 28年6月

1,500

1,200

900

600

300

0

290台／日

1,050台／日

1,320台／日

（台 /日） 東名高速～関越道
接続
▼

東名高速～東北道
接続
▼

約4.6倍
（　　　  ）その他の地域※3

約 1.7 倍
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②奥多摩湖への神奈川県からの来訪車数の推移

③鬼怒川温泉 あさやホテル関係者の声

出典：平成27年12月ヒアリング調査（大宮国道事務所調べ）

出典：国土交通省データ（奥多摩湖駐車場における駐車台数・車籍地調査結果による車
両台数）
開通前：平成25年6月15日（土）
開通後：平成26年11月15日（土）

湘南　神奈川県の相模湾沿岸の湘南地域は、温暖な気候と
風光明媚な景色に恵まれ、古くからの観光地として全国各
地から多くの人が訪れています。

0

20

40

60

80

100

120

開通後

開通前

その他北関東千葉埼玉神奈川東京

約2.4倍に増加

（台）

99
113

19

45
35 35

8 7 3 3 9
18

11月の宿泊者数は、
9月の関東・東北豪雨の
影響もあり、前年同月と
比べると減少。

圏央道の開通効果も
あり、神奈川県内から
の宿泊客数が
約2割増加。

0

1,000

9,000

10,000

11,000

12,000

911人

開通前
平成26年11月

開通後
平成27年11月

1,094人

10,220人

11,131人

9,438人

関東地域の宿泊客数の変化

10,532人-5%

-8%

+20%

（人）

平成27年11月は台風の影響で宿泊客数が前
年比5％減ったものの、神奈川県内からの宿
泊客数は2割増加した」と話しています③。
　また、圏央道の開通は首都圏だけでは
なく、新潟出発で富士山・箱根・鎌倉を
周遊するバスツアーが好評を得るなど、
高速道路ネットワークを活用した観光交
流が拡大してきています。

奥多摩湖

鬼怒川温泉
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第４章　観光資源の活用

①広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」
　The Wider Kanto Route “Around Tokyo”

出典：広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」The Wider Kanto Route “Around Tokyo” 
形成計画概要（関東観光広域連携事業推進協議会）

対象地域（11都県：福島県、茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、埼玉県、
東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県）

◎

●佐渡島

福島

小田原　
富士山

八ヶ岳
さいたま

東京ディズニー
リゾート

九十九里浜

伊豆七島へ

千葉
横浜

東京

松本

高山へ

①
水
戸
・
奥
久
慈

　 （
茨
城
県
）

⑦
西
毛
・
東
信
州

　 （
群
馬
県
・
長
野
県
）

⑲
長
野

　 （
長
野
県
）

⑧
み
な
か
み・
伊
香
保

　 （
群
馬
県
）

⑰
雪
国
観
光
圏

　 （
新
潟
県
・
長
野
県
）

④
北
臨
海
部

（
茨
城
県
・
福
島
県
）

⑤
日
光
・
那
須
塩
原

　 （
栃
木
県
）

②土浦・つくば
　（茨城県）

⑮会津・相馬
　（福島県）

⑪SAITAMA
　プラチナルート
　（埼玉県） ⑨成田・佐倉

　（千葉県）

⑥東毛・栃木・結城
　（栃木県・茨城県・群馬県）

⑯新潟・佐渡・中・下越
　（新潟県）

⑱上越・妙高・糸魚川
　（新潟県）

⑳信越自然郷
　（長野県）

③水郷三都・神栖・銚子
　（千葉県・茨城県）

⑫高尾山・リニア
　（東京都・山梨県）⑭ワインリゾート

　（山梨県・長野県）

⑬大山・丹沢
　（神奈川県）

⑩市原・木更津・南房総
　（千葉県）

自然大回廊ルート（日本海）

自然大回廊ルート（太平洋）

江戸回廊ルート1

江戸回廊ルート2

広域観光促進地域 広域観光拠点地区 主要広域観光ルート 主要ゲートウェイ施設

外国人観光客の周遊性の向上
　広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」が、
国土交通大臣により平成28年6月に「広域観
光周遊ルート形成促進事業」の一つに認定さ
れました①。申請した関東観光広域連携事
業推進協議会では、11都県の広域観光促進
地域の外国人延べ宿泊者数を、平成32年度
末までに約2.5倍（1,609万人泊）以上に増やす
目標を掲げています。
　常磐道から東関東道が圏央道によって
つながったのを機に茨城県が、成田国際
空港からのアクセス向上のPR活動を展開。

また、成田国際空港から水戸を経由する
バスツアーを年に2本から40本に増便する
旅行会社もあり、茨城県周遊ツアーの催
行数と催行人数がともに約4倍に増加して
います②。こうしたことからも茨城県の
外国人宿泊者数は、開通前の平成26年か
ら2倍以上に増え、全国34位から29位へ躍
進しました③。
　また、平成27年10月には圏央道が東名
高速～東北道の4つの高速道路を接続。こ
れにより、首都圏近郊の観光地が効率よ
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神奈川県

東京都
山梨県

埼玉県

千葉県

栃木県

群馬県

神奈川神奈川神

高崎IC

宇都宮IC

新富士IC

成田国際空港成田国際空港

平成29年2月
開通区間

平成27年10月
開通区間

平成27年10月
開通区間

高崎 IC～
新富士 IC

宇都宮 IC～
新富士 IC

圏央道による時間短縮・周遊性向上圏央道による時間短縮・周遊性向上

0 6030 90 120 150 180 210 240（分）

開通前：3時間55分

開通後：2時間45分

開通前：4時間20分

開通後：3時間20分

約70分
短縮

約60分
短縮

②茨城県周遊ツアー催行数と催行人数の推移

③茨城県の外国人宿泊者数の推移

⑤日光市の外国人宿泊者数の推移

④世界遺産間の移動効率がアップ

出典：茨城県より提供 

出典：観光庁 宿泊旅行統計調査

出典：日光市提供データ
外国人宿泊者数：日光市内の宿泊施設に泊った外国人客数（各11月、12月の平均値）

（本）

0

300

600

900

1,200

1,500

催
行
数

平成26年度 平成27年度

催行数
1,363本

催行数
341本

催行人数

約4倍

催行数

約4倍 催行人数
39,572人

催行人数
9,700人

（万人）

平成25年 平成26年 平成27年
0

5

10

15

20

8.8万人
全国33位

9.4万人
全国34位

20.2万人
全国29位

増加率は全国で3位

約2.1倍

圏央道開通
平成27年
6月

所要時間：平成22年度道路交通センサスより算出
（ただし、平成22年度道路交通センサス時に開通していなかった圏央道については制限
速度（80km/h）川本北～白岡菖蒲区間は設計速度（100km/h）を用いて算出した）

約3,200人／月増

約1.7倍

平成25年 平成26年 平成27年

4,330
人／月

6,990
人／月

7,550
人／月

平成26年6月
東名高速～関越道

接続
▼

平成27年10月
東名高速～東北道

接続
▼

（人／月）

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

く周遊できるようになりました。外国人
観光客に人気の富士山や日光も、成田国
際空港から都心を通過せずにアクセスで
きるほか、同じく世界遺産の富岡製糸場
にも立ち寄れます④。
　実際、日光市では東名高速からの交通利
便性が向上し、日光東照宮四百年式年大祭
と相まって､ 外国人宿泊者数が2年間で7割
増加しました⑤。今後インバウンド観光の
首都圏の広域的周遊に期待が集まっていま
す。

成田国際空港　外国人入国者数が約612万人（平成27年）と、
インバウンド観光客の日本最大の玄関口となっています。
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首都圏基本計画（第四次）
昭和61年（1986年）

　東京中心部において都心とこれを取りまく複数の副都心から成る都市構造を形成する
ため、これら相互の円滑な連携に資する交通体系の整備を図る。このため、道路につい
ては通過交通の迂回等にも配慮して、首都高速道路中央環状線等の環状方向の道路の整
備を図るほか、都心と副都心を連絡する道路の整備を図る。

出典：環境影響評価書　首都圏中央連絡道路（一般国道20号～埼玉県境）　昭和61年7月時点



　環状道路は、大規模災害が発生した際、
代替ルートを確保するリダンダンシー機
能を持っています。
　また、生活道路に進入する大型車等の
通過交通を引き受けることで事故を減ら
すなど、安全で快適な住民の暮らしを確
保する役割も担っています。
　さらに、渋滞解消、自動車の走行速度
の向上は、地球温暖化を抑制します。

第 5 章 
防災と安全・環境

35
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第５章　防災と安全・環境

首都圏の防災力を強化

① 緊急・災害時の迂回により圏央道の交通量が
 約８割増加

つくば JCTつくば JCT

宮野木 JCT宮野木 JCT
箱崎 JCT箱崎 JCT

柏 IC柏 IC

谷和原 IC谷和原 IC

成田 IC成田 IC

成田国際空港

圏央道

常磐
道

東関
東道京葉道路

常磐道（柏IC～谷和原IC）
上下線通行止

通行止となった常磐道の
主な代替道路として機能

平
成
27
年
６
月
開
通
区
間

平
成
27
年
６
月
開
通
区
間

神崎 IC神崎 IC

下総 IC下総 IC

大栄 JCT大栄 JCT

出典：NEXCOデータ
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時
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6,000

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

（時）

（時）

（時）

交
通
量（
台
／
時
）

0

2,000

4,000

6,000

平成27年10月3日（平常時）交通量
平成27年10月10日（通行止時）交通量

事故発生～通行止時間
（下り線は 11時に解除）

常磐道経由の交通が
圏央道ー東関東道経由に転換

常磐道経由の交通が
圏央道ー東関東道経由に転換

5時台～13時台の交通量

約 8割増加（＋3,927 台）
5時台～13 時台の交通量

約 8割増加（＋3,927 台）

5時台～13 時台の交通量

約 4割増加（＋6,621 台）
5時台～13 時台の交通量

約 4割増加（＋6,621 台）

通行止前後の交通量の変化

　災害や交通事故のために周辺の高速道路
で通行止めが発生しても、圏央道を利用す
れば、広域的な迂回ルートが確保できるよ
うになりました。
　平成27年10月10日、大型トラックによる
追突事故が起き、常磐道・柏IC～谷和原IC
間の上下線は最長9時間余にわたり通行止め
になりました。通行止め前後の交通を見る
と、圏央道と東関東道の交通量は、規制実
施中、平常時より約4割から8割増加し、常
磐道の交通が圏央道経由に転換したことが
裏付けられました①。

　平成23年3月の東日本大震災の際、相模
原市では交流都市である岩手県大船渡市等
に緊急支援物資を東名高速の横浜町田ICか
ら東京都心部を経由して輸送しました。
　しかし、同26年6月の相模原愛川IC～高尾
山IC間の開通で東名高速と東北道が直結し、
都心を経由しない新たな高速道路のネット
ワークが形成されました。
　圏央道は、首都直下地震等で相模原市が
被災した場合には、交流都市の長野県佐久
市等からの物資輸送や救援活動の支援ルー
トとなります②。
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② 大規模災害発生時の支援ルート

※中央防災会議 首都直下地震対策検討WGにおいて、被害が大きく首都中枢機能への
影響が大きいと考えられる都区部直下の都心南部直下地震を想定

全国から終結した災害対策車　東日本大震災では、被災
翌日から国土交通省は全国の地方整備局から災害対策車
を調達し、被災各地に派遣しました。

横浜町田 IC横浜町田 IC

久喜白岡 JCT久喜白岡 JCT

相模原市相模原市

横浜市横浜市

佐久市佐久市

佐
久
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圏央道

中央道

関越道
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北
道

相模原 IC相模原 IC
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菖
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桶
川
北
本
IC

桶
川
北
本
IC

平成27年10月開通平成27年10月開通

岩手県大船渡市
一関 IC

凡 例
相模原市→各地　開通前
相模原市→各地　開通後

各地→相模原市　開通前
各地→相模原市　開通後

　M7クラスの首都直下地震が30年以内に
発生する確率は70％程度と推定されていま
す。発生時には、東京都心部への道路啓開
を迅速に行うことが最重要課題で、道路管
理者や関係機関では、8本の放射方向の高
速道路に沿う形で延びる直轄国道を優先啓
開ルートに、「八方向作戦」を策定していま
す③。
　圏央道は首都直下地震の影響が少ない
と想定され、八方向作戦による道路啓開
や復旧、復興活動において重要な役割を
担います。

③八方向作戦による道路啓開

常磐道方面

京葉道方面

アクアライン方面

東北道方面

関越道方面

中央道方面

横羽線方面

東名高速方面

：震源（東京都区部南部）
想定最大震度７

凡例
震度7
震度 6強
震度 6弱
震度 5強
震度 5弱
震度 4以下
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① 圏央道に並行する川越栗橋線周辺地域の交通状況

交通安全の向上

② 圏央道開通による玉突き効果

出典：ETC道路のプローブデータ
※分担率：路線間の交通量（期間内の合計サンプル台数）の割合

開通前の交通量
分担率

開通前：平成 27 年 10 月 1日
～平成 27 年 10 月 30 日

開通後の交通量
分担率

開通後：平成 27 年 11 月 1日
～平成 27 年 11 月 30 日

0 20 40 60 80 100

64％ 36％

25％52％ 23％

■県道87号
　  県道 312 号

■川越栗橋線■圏央道開通

転換 転換

※

※

圏央道に並行する川越栗橋線の交通状況の変化

平成27年12月10日（木）8時頃撮影

開通後

平成27年10月26日（月）8時頃撮影

開通前

圏央道

至国道17号

至国道17号

至国道122号

至国道122号

　圏央道の開通区間周辺の一般道路では、
大型車をはじめ、通過交通が圏央道や幹線
道路へ転換。生活道路の事故が減少し、路
線バスの定時性が向上するなど、交通環境
が大きく改善しました。
　平成27年6月に供用開始した千葉県の下
総IC～大栄JCT間の1日当り交通量は、そ
の中でも、大型車に着目すると、国道で
約1,100台減、圏央道は約2,900台の純増
でした。
　これらの数字から、圏央道の開通により、
大型車等の交通が、国道から圏央道へ玉突

き的に移行していることが分かります。
　平成27年10月の圏央道の桶川北本IC～
白岡菖蒲IC間の開通を受け、圏央道区間、
並行する主要地方道・川越栗橋線（幹線道
路）、そして2本の県道（生活道路）の開通
前後1カ月の各交通量をもとに分析した
ところ、まず幹線道路の交通が圏央道へ、
続いてスペースが空いた幹線道路に生活
道路の交通が流入する形で、交通が移行
していました①②。
　それに伴って、川越栗橋線の周辺地域の
1日当り渋滞発生時間や急ブレーキ発生回数

平成27年10月31日開通

122

1717

白岡菖蒲 IC白岡菖蒲 IC県道
312
号

県道
312
号

川越
栗橋
線

川越
栗橋
線

県道
87号

県道
87号

桶川北本
IC
桶川北本
IC

転換転換

転
換
転
換

転換転換

川越栗橋線周辺地域
右の写真撮影箇所
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③ 急ブレーキ発生回数がほぼ半減

④ 事故発生件数が約21％減少

⑤ 路線バスの遅延時間が改善

川越栗橋線周辺地域での急ブレーキ発生回数※の変化

川越栗橋線周辺地域での事故発生件数の変化

バス停間の所要時間の変化 ※7時台出発・下り（東武動物公園駅→境車庫行き）

出典：ETC道路プローブデータ
※単位車両当たりの－0.3G以上の急減速発生回数。「減速度0.3G以上」を急ブレーキと定
義。一般的に旅客輸送では0.3Gを超えると乗客に不快感を与えるとされている。

出典：埼玉県警察本部データ　死傷事故発生件数の推移（物損は含まない）
参考：埼玉県全体の事故件数の比較　開通前：8,208件　開通後：7,651件（約7％減少）

出典：国土交通省データ（バス走行状況調査）

0

5

10

15

20

25

30

35
（回／万台日）

開通前
平成27年10月1日
～平成27年10月30日

開通後
平成27年11月1日
～平成27年11月30日

ほぼ半減
35

回／万台日

18
回／万台日

開通前

開通後

平成26年11月
～平成27年1月

平成27年11月
～平成28年1月 約21％減少

0 50 100 150 200 250（件）

3カ月で 206件

3カ月で 162件

8：10

8：00

7：50

7：40

7：30

7：20

7：10

7：00

遅延時間
が改善

16分改善

最大26分
遅れ

最大10分
遅れ

18分遅れ
到着

2分遅れ
到着

発着予定時刻
到着時刻：開通前 平成 27 年 2月 4日
到着時刻：開通後 平成 27 年 6月 23 日

生活道路の県道西関宿栗橋線（茨城県五霞町）の交通状況の変化

平成27年4月22日（水）15時台撮影

開通後

平成26年11月19日（水）15時台撮影

開通前東京方面

東京方面

栃木方面

栃木方面

がほぼ半減する③とともに、開通後3カ月間
の事故発生件数も前年同期に比べると、約
21％も減少しました④。
　平成27年3月に開通した久喜白岡JCT～境
古河IC間では、直前に国道4号バイパスの
4車線化も実現しました。そのため、大型
車交通量が半減して生活道路の安全性が向
上。また、慢性的渋滞が解消し、圏央道と
並行して走行している路線バスは、利根川
に架かる境大橋の平均速度が約50％も上
昇、ダイヤに近い形で運行できるようにな
りました⑤。
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環境の保全と改善

都心環状線　江戸橋JCT　中央環状線の全線開通や圏央道
の整備によって、都心環状線のひどい渋滞は緩和されつつ
あります。（平成28年7月29日撮影、首都高速道路提供）

常磐道・首都高・東関東道経由の場合の所要時間：92分
圏央道・東関東道経由の場合の所要時間：58分
※所要時間：平成22年道路交通センサスの混雑時旅行速度より算出。
なお、稲敷IC～大栄JCT間は、規制速度（70km/h）で算出。

① 都心経由の交通の割合が約6割から約2割に減少

圏央道

京葉道東関東道

東関
東道

首
都
高

東
北
道 常磐

道

三郷 JCT三郷 JCT

葛西 JCT葛西 JCT

堀切 JCT堀切 JCT
小菅 JCT小菅 JCT

つくば JCTつくば JCT

至水戸市至水戸市

至木更津市至木更津市

三郷南 IC三郷南 IC

船橋 IC船橋 IC

宮野木 JCT宮野木 JCT

富里 IC富里 IC

稲敷 IC稲敷 IC

大栄 IC大栄 IC

稲敷東 IC稲敷東 IC

酒々井 IC酒々井 IC

成田 IC成田 IC

原木 IC原木 IC

都心経由から
圏央道経由に
転換

下総 IC下総 IC

神崎 IC神崎 IC

大栄 JCT大栄 JCT

平
成
27
年
６
月
開
通

平
成
27
年
６
月
開
通

凡 例
常磐道ー首都高ー東関東道を経由
常磐道ー外環（三郷南IC）ー一般道ー京葉道（船橋IC・原木IC）を経由
圏央道（稲敷IC・稲敷東IC・神崎IC）ー
一般道ー東関東道（大栄IC・成田IC・富里IC・酒々井IC）を経由
圏央道ー東関東道を経由

開通前
平成26年6月の

平日のETCログデータより

開通直後
平成27年6月8日（月）～
平成27年6月12日（金）の
ETCログデータより

540
台／日

920
台／日

都心経由より
圏央道経由の方が
約34分の時間短縮

約6割が
都心経由

圏央道・一般道
東関東道
45％

圏央道・一般道
東関東道
82％

常磐道・首都高
東関東道
51％

常磐道・首都高
東関東道
16％

常磐道・一般道
京葉道 4％

常磐道
一般道
京葉道
2％

約2割が
都心経由

　東京都心部を経由していた大型車等の通
過交通を誘導することによって首都圏の渋
滞を減らし、自動車の走行速度を向上させ
る圏央道は、地球温暖化を防止する交通流
対策としても注目されています。
　圏央道整備による首都圏の交通状況は東
側の常磐道～東関東道間で、開通前に通過
交通の約6割を占めていた都心経由が約2割
に減っています①。
　その結果、高速道路の渋滞が改善。中
央道～関越道間しかつながっていなかっ
た平成25年6月と、同27年6月を比べると、

同27年3月の首都高速中央環状線の全線開
通も手伝い、渋滞損失時間は都心部で約5
割、都心周辺部で約2割減少、自動車の平
均速度もそれぞれ約1割、約3％上昇しま
した②。
　また、前節で紹介したように、圏央道の
開通区間周辺では、「生活道路→幹線道路
→高速道路」という交通転換が、玉突きの形
で発生すると同時に、一般道路の交通量は
総じて減少傾向にあります。
　同26年・27年を比較した前記調査では、
供用を開始した環状道路周辺の一般道路の
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② 圏央道内側の高速道路で渋滞が緩和

③ 高速道路の分担率を約30％に引き上げると、
 死傷者、消費燃料や渋滞が減少

算出方法：
※1　※2　高速道路と一般道の台キロ当たり死者数、負傷者数の実績値から原単位を
算出し、分担割合が変化した場合の削減効果を算出
※3　自動車の走行速度別のCO2排出係数より、道路種別毎の原単位を設定し、分担割
合が変化した場合の削減効果を算出
※4　高速道路と一般道の台キロ当たりの渋滞による損失時間から原単位を算出し、分
担割合が変化した場合の削減時間を算出。経済効果は削減時間に日本の時間当たり労
働生産性（一人当たりGDPを平均労働時間で割ったもの）と就業者比率を乗じて算出

出典：日本：道路交通センサス、自動車輸送統計年報（平成22年）　アメリカ：Highway 
Statistics 2011（プエルトリコを除く）　フランス：Faits et Chiffres　ドイツ：Verkehr in 
Zahlen
高速道路の定義：日本：高規格幹線道路、都市高速、地域高規格道路
アメリカ：Interstate,Other freeways and expressways　ドイツ：Autobahn　フランス：
Autoroute, Route nationale interurbaine à caractéristiques autoroutières

日本（現在）

日本（将来）

アメリカ

ドイツ

フランス

0 20 40 60 80 100（％）

現
在

16％ 59％ 25％

30％

33％

31％

30％

60％ 10％

総走行台キロ：約 7,000 億台キロ

■高速道路
■幹線道路
■生活道路

渋滞損失時間の変化

平均速度の変化

6
5
4
3
2
1
0

（万台・時間／日）

平成25年
6月

平成27年
6月

平成25年
6月

平成27年
6月

平成25年
6月

平成27年
6月

都心部
（中央環状の内側）

都心周辺部
（中央環状より外環道まで）

郊外部
（外環道より圏央道まで）

約5割減 約2割減

ほぼ同等24,000
台・時間／日

11,000
台・時間／日

32,000
台・時間／日 26,000

台・時間／日 9,000
台・時間／日

9,000
台・時間／日

100
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（km/h）

約1割上昇
約3％上昇 ほぼ同等

43.9
km/h

48.6
km/h

57.9
km/h

59.6
km/h

76.7
km/h

76.4
km/h

平成25年
6月

平成27年
6月

平成25年
6月

平成27年
6月

平成25年
6月

平成27年
6月

都心部
（中央環状の内側）

都心周辺部
（中央環状より外環道まで）

郊外部
（外環道より圏央道まで）

出典：NEXCOデータ、首都高データ（平日平均）
※算出方法：渋滞損失（JCT間別に算出した渋滞損失時間を都心部・郊外部の別に合計
し、経年変化を整理）、平均速度（都心部・郊外部の別にIC間、上下線別の平均速度を区
間延長で加重平均し、算出）

高速道路の分担率が30％の場合

死　　者 平成24年 約4,400人 600人／年　減
負 傷 者 平成24年 約80万人 20万人／年　減
消費燃料 平成24年 約8,000万kℓ 400万kℓ／年　減

渋滞損失 平成24年 約50億時間 7億時間／年　減
（四国4県において1年間で使われる自動車燃料を上回る）

（経済効果にすると約1.5兆円／年 増の効果）

※1

※2

※3

※4

速度も上昇しています。例えば、中央環状
線と並行している環状6号線（都道）の池袋～
品川間の所要時間は、約61分が約41分に短
縮し、東名高速と中央道、関越道がつなが
った圏央道の東京都区間と並行する国道16
号の一部の区間でも、速度が時速5ｋｍ以上
増えました。
　走行速度向上のため、環状道路等を早期
に整備し、現在低水準に止まっている高速
道路の利用割合を、欧米諸国並みに引き上
げ、渋滞や消費燃料を減少させることとな
ります③。



第四次全国総合開発計画
昭和62年（1987年）

首都圏中央連絡道路が首都圏中央連絡自動車道となり、
ほぼ現在の計画へ

出典：平成元年関東地方建設局道路部内部資料
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設計速度 100km/h
車線数 4車線（暫定2車線整備） 4車線
道路幅員 25.0m 23.5m 22.0m 23.5m 25.0m 23.5m

※1 新湘南バイパスとして事業化　※2 第一東海自動車道として施工命令　※3 千葉東金道路二期として有料事業許可
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都県境神奈川県 東京都
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公
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C
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T

関越道

八
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子
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C

あ
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I
C

日
の
出
I
C

都県境

青
梅
I
C

入
間
I
C

狭
山
日
高
I
C

圏
央
鶴
ヶ
島
I
C

鶴
ヶ
島
J
C
T

坂
戸
I
C

川
島
I
C

東京都 埼玉県 茨城県
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建設の歴史
年号 年度 年 月 日 内容

昭
和

38 38 年度 - 首都圏基本問題懇談会中間報告書にて「都市内交通体系整備」を発表❶

43 43 10 - 首都圏基本計画（第二次）❷

44 44 4 16 都市計画決定（藤沢IC～茅ヶ崎JCT）

51 51 11 - 首都圏基本計画（第三次）❸

60
61 3 28 都市計画決定・環境影響評価（青梅IC～川島IC）

60 年度 - 事業化（八王子JCT～鶴ヶ島JCT）［圏央道初の事業化］

61
61 6 - 首都圏基本計画（第四次）

61 11 14 有料道路事業許可（青梅IC～日高市・川越市境）

62

62 6 - 第四次全国総合開発計画❹

63 3 30 新湘南バイパス開通（藤沢IC～茅ヶ崎JCT）

62 年度 - 用地着手（青梅IC～川島IC）

63
63 年度 - 事業化（釜利谷JCT～戸塚IC）

63 年度 - 事業化（茅ヶ崎JCT～海老名南JCT）

平
成

1

1 3 13 都市計画決定・環境影響評価（高尾山IC～青梅IC）

1 年度 - 工事着手（青梅IC～川島IC）［圏央道初の工事着手］❺

1 年度 - 事業化（鶴ヶ島JCT～川島IC）

2
2 年度 - 事業化（高尾山IC～八王子JCT）

2 年度 - 用地着手（八王子JCT～青梅IC）

3

3 6 21 有料道路事業許可（海老名IC～青梅IC）

3 6 21 有料道路事業許可（日高市・川越市境～鶴ヶ島JCT）

3 10 25 環境影響評価（千葉・茨城県境～大栄JCT）

3 年度 - 事業化（海老名IC～相模原愛川IC）

3 年度 - 事業化（つくばJCT～稲敷東IC）

4
4 年度 - 事業化（稲敷東IC～大栄JCT）

4 年度 - 事業化（茂原長南IC～木更津JCT）

5

6 3 17 環境影響評価（つくばJCT～千葉・茨城県境）

5 年度 - 用地着手（相模原愛川IC～八王子JCT）

5 年度 - 工事着手（八王子JCT～青梅IC）［東京都初の工事着手］

6

6 4 21 都市計画決定（つくばJCT～千葉・茨城県境）

6 6 17 都市計画決定・環境影響評価（茅ヶ崎JCT～相模原愛川IC）

7 3 10 都市計画決定・環境影響評価（茂原長南IC～木更津JCT）

7 3 23 都市計画決定・環境影響評価（埼玉･茨城県境～つくばJCT）

6 年度 - 事業化（川島IC～つくばJCT）

6 年度 - 用地着手（茅ヶ崎JCT～海老名南JCT）

■は開通・開設関連

3「東京環状道路」を「首都圏中央連絡道路」（仮称）へ
改称

2 現在の首都圏中央連絡自動車道を「東京環状道路」と
して、国道16号線の大規模改良による高規格道路の
整備で計画

4 首都圏中央連絡道路、ほぼ現在の計画

首都圏の道路交通の骨格として、
3環状9放射のネットワークを計画

1

出典：首都圏基本問題懇談会中間報告書

5
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年号 年度 年 月 日 内容

平
成

7

7 4 21 都市計画決定・環境影響評価（釜利谷JCT～戸塚IC）

8 3 26 開通（青梅IC～鶴ヶ島JCT）［圏央道初の開通］❻

7 年度 - 事業化（相模原愛川IC～高尾山IC）

8

8 4 5 都市計画決定・環境影響評価（川島IC～埼玉・茨城県境）

9 2 5 環境影響評価（東京都・神奈川県境～高尾山IC）

9 2 24 都市計画決定（東京都・神奈川県境～高尾山IC）

8 年度 - 用地着手（釜利谷JCT～戸塚IC）

8 年度 - 工事着手（茅ヶ崎JCT～海老名南JCT）［神奈川県初の工事着手］

9

9 6 9 環境影響評価（相模原愛川IC～東京都・神奈川県境）

9 6 10 都市計画決定（相模原愛川IC～東京都・神奈川県境）

10 3 30 千葉東金道路開通（松尾横芝IC～東金JCT）

9 年度 - 用地着手（つくばJCT～大栄JCT）

10 10 年度 - 用地着手（茂原長南IC～木更津JCT）

11

12 3 31 都市計画決定・環境影響評価（東金JCT～茂原長南IC）

11 年度 - 用地着手（海老名IC～相模原愛川IC）

11 年度 - 用地着手（川島IC～五霞IC）

11 年度 - 工事着手（釜利谷JCT～戸塚IC）

11 年度 - 工事着手（つくばJCT～大栄JCT）［茨城・千葉県初の工事着手］❼

12

12 4 28 有料道路事業許可（釜利谷JCT～戸塚IC）

12 7 3 有料道路事業許可（東金JCT～木更津JCT）

12 7 4 都市計画決定・環境影響評価（栄IC・JCT～藤沢IC）

12 7 - 東金茂原道路（東金JCT～茂原長南IC）が千葉プールに編入

12 年度 - 用地着手（五霞IC～つくばJCT）

12 年度 - 工事着手（茂原長南IC～木更津JCT）

13

13 8 28 都市再生プロジェクト（第二次決定）都市再生本部決定❽

14 3 8 有料道路事業許可（鶴ヶ島JCT～久喜白岡JCT）

14 3 8 有料道路事業許可（つくば中央IC～稲敷IC）

14 3 29 開通（日の出IC～青梅IC）［東京都初の開通］❾

13 年度 - 事業化（栄IC・JCT～藤沢IC）

13 年度 - 事業化（東金JCT～茂原長南IC）

13 年度 - 工事着手（相模原愛川IC～八王子JCT）

13 年度 - 工事着手（五霞IC～つくばJCT）

13 年度 - 着工準備（大栄JCT～松尾横芝IC）

9

6

8 内閣に設置された都市再生本部が三環状線道路の整備を都市再生プロジェ
クトに位置付け

7
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年号 年度 年 月 日 内容

平
成

14

15 3 29 開通（つくばJCT～つくば牛久IC）［茨城県初の開通］
14 年度 - 用地着手（栄IC・JCT～藤沢IC）
14 年度 - 工事着手（海老名IC～相模原愛川IC）
14 年度 - 工事着手（川島IC～五霞IC）

16
17 3 21 開通（あきる野IC～日の出IC）
16 年度 - 用地着手・工事着手（東金JCT～茂原長南IC）

17
17 11 - 目標宣言プロジェクトの公表
18 3 31 有料道路事業許可（茅ヶ崎JCT～海老名南JCT）
17 年度 - 工事着手（栄IC・JCT～藤沢IC）

18
19 3 10 開通（つくば牛久IC～阿見東IC）10
19 3 21 開通（木更津東IC～木更津JCT）［千葉県初の開通］11

19

19 6 23 開通（八王子JCT～あきる野IC）［中央道～関越道間接続］
19 11 - 都市計画変更（東金JCT～茂原長南IC）
20 1 18 都市計画決定・環境影響評価（大栄JCT～松尾横芝IC）
20 3 29 開通（鶴ヶ島JCT～川島IC）

20
20 7 18 開設　狭山PA（入間IC～狭山日高IC）
21 3 21 開通（阿見東IC～稲敷IC）12
20 年度 - 事業化（大栄JCT～松尾横芝IC）

21
22 2 27 開通（海老名JCT～海老名IC）［神奈川県初の開通］
22 3 28 開通（川島IC～桶川北本IC）

22 22 4 24 開通（つくば中央IC～つくばJCT）13

23

23 5 29 開通（白岡菖蒲IC～久喜白岡JCT）
23 6 8 有料道路事業許可（稲敷IC～大栄JCT）
23 6 8 有料道路事業許可（久喜白岡JCT～つくば中央IC）
24 3 25 開通（高尾山IC～八王子JCT）

12 13

10 11
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年号 年度 年 月 日 内容

平
成

24 25 3 30 開通（海老名IC～相模原愛川IC）

25

25 4 14 開通（茅ヶ崎JCT～寒川北IC）
25 4 27 開通（東金JCT～木更津東IC）14
25 6 11 有料道路事業許可（栄IC・JCT～藤沢IC）
25 6 11 有料道路事業許可（大栄JCT～松尾横芝IC）
25 6 - スマートインターチェンジ連結許可（東金JCT～茂原長南IC）
25 7 12 開設　高滝湖PA（内回り）（市原鶴舞IC～木更津東IC）
25 年度 - 用地着手（大栄JCT～松尾横芝IC）

26

26 4 12 開通（稲敷IC～神崎IC）15
26 6 28 開通（相模原愛川IC～高尾山IC）［東名高速～中央道間接続］16
26 6 28 開設　厚木PA（圏央厚木IC～相模原愛川IC）
26 7 11 開設　江戸崎PA（阿見東IC～稲敷IC）
27 3 8 開通（寒川北IC～海老名JCT）
27 3 29 開通（久喜白岡JCT～境古河IC）17

27
27 6 7 開通（神崎IC～大栄JCT）［常磐道～東関東道間接続］18
27 8 10 開設　高滝湖PA（外回り）（市原鶴舞IC～木更津東IC）
27 10 31 開通（桶川北本IC～白岡菖蒲IC）［関越道～東北道間接続］

28 29 2 26 開通（境古河IC～つくば中央IC）［東北道～常磐道間接続］19

17 18

19

14 15 16

4747



※NEXCO資料

圏央道ランキング

2位 川島高架橋
 3,190m　川島IC～桶川北本IC

3位 新利根川橋
 3,130m　稲敷東IC～神崎IC

4位 つくば高架橋
 2,500m　つくばJCT～つくば牛久IC

5位 小貝川高架橋
 2,380m　常総IC～つくば中央IC

2位 愛川トンネル
 2,720m　相模原愛川IC～相模原IC

3位 八王子城跡トンネル
 2,390 m　八王子JCT～八王子西IC

4位 菅生トンネル
 2,360m　日の出IC～青梅IC

5位 小倉山トンネル
 2,100m　相模原愛川IC～相模原IC

2位 新井第一橋
 13m　圏央鶴ヶ島IC～鶴ヶ島JCT

3位 久保第二橋
 16m　市原鶴舞IC～木更津東IC

3位 若葉橋
 16m　鶴ヶ島JCT～坂戸IC

3位 笠幡橋
 16m　狭山日高IC～圏央鶴ヶ島IC

3位 日高第三橋
 16m　狭山日高IC～圏央鶴ヶ島IC

2位 今寺第三トンネル 
 23m　日の出IC～青梅IC

3位 今寺第一トンネル
 34m　日の出IC～青梅IC

4位 藤橋トンネル
 39m　日の出IC～青梅IC

5位 茂原第一トンネル
 75m　茂原北IC～茂原長南IC

1位

相模原八王子トンネル
3,580m　相模原IC～高尾山IC

今寺第二トンネル
19m　日の出IC～青梅IC

新井第二橋
12m　圏央鶴ヶ島IC～鶴ヶ島JCT

五霞高架橋
3,430m　幸手IC～境古河IC

1位

1位

1位

橋梁の最長
ランキング

トンネルの最長
ランキング

橋梁の最短
ランキング

トンネルの最短
ランキング
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表紙
① 圏央鶴ヶ島IC付近（埼玉県）
② 川越 菓子屋横丁（埼玉県）
③ 高尾山IC付近（東京都）
④ 横浜港 コンテナ船（神奈川県）
⑤ つくばエキスポセンター（茨城県） 
⑥ 阿見東IC付近（茨城県）
⑦ 成田国際空港（千葉県）©Tohan Aerialphotographic Service co.,ltd. / JTB Photo
⑧ 圏央道とゴルフ場（千葉県）
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平成29年3月31日 発行

国土交通省　関東地方整備局道路部
〒330-9724　埼玉県さいたま市中央区新都心2-1 さいたま新都心合同庁舎2号館
電話：048（601）3151　FAX：048（600）1369
http://www.ktr.mlit.go.jp

①

③

⑤

⑦

②

④

⑥

⑧

圏央道首都圏中央連絡自動車道
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